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ふるさと納税について、
財政健全化、自主財源の確保に
ついて
工藤議員 
村長が掲げる「2年で10億、4年で20億」とい
うふるさと納税の目標に、現状の約5倍という大
幅な増額を実現するためには、明確な戦略が不可
欠である。特に寄附者の多くが返礼品を重視して
いる現状を踏まえ、南阿蘇村ならではの魅力的な
返礼品の開発とその準備状況を問う。
さらに、本村の歳入の約半分を地方交付税が占
める現状では、合併算定替終了後の自主財源確保
は喫緊の課題と過去の行政改革の経緯を踏まえた
うえで、村長が描く財政健全化の道筋と今後の方
針について太田村長の考えを問う。

令和7年度は8億円を目標に
村　　長 
ふるさと納税を「財政再建と農業振興の切り口」
として重視している。4月に専任職員を配置し、
宮崎県津野町・都城市、茨城県行方市など先進地
を視察した。
返礼品の充実、PR活動の強化、OEMによる商
品開発、都市圏でのイベント出展などを推進して
いると説明があった。企業版ふるさと納税の拡大
にも注力し、自らトップセールスを行っていく。
また、ふるさと納税の管理業務においては中間
業者との連携強化や見直しを進め、今後はプロ
ポーザル方式による業者選定も検討。令和7年度
までに8億円の目標達成を目指す。
財政面では、経常収支比率が依然高水準で推移
していることから、新たな財政改革計画を策定中
であり、人件費抑制、施設統廃合、未収金対策な

どを進める。ふるさと納税、企業誘致、産業振興
を柱に、自主財源の確保を図る。
工藤議員 
ふるさと納税はあくまで“きっかけ”であり、地

域経済の活性化と住民所得向上につながる商品開
発が重要である。返礼品が一般市場でも高い価値
を持ち、住民の所得向上に直結するような仕組み
を構築すべき。さらに、目標達成にはKPI（重要
業績評価指標）の設定と進捗管理が不可欠であ
り、どのような指標を設け、どのように管理して
いくのか。また、目標未達時の対応策についても
村長の考えを問う。加えて、制度改正が頻繁に行
われる中で、自治体側の事務負担や対応体制につ
いての認識と、持続可能な戦略の構築についても
見解を求める。

ふるさと納税をきっかけに
村民の所得向上につなげたい
村　　長 
ふるさと納税はあくまで手段であり、目的は村

のPRと所得向上につなげたい。商品開発の柔軟
な展開や、毎週の売上報告による進捗管理を実施
している。目標未達時には中間業者の見直しも視
野に入れている。
制度改正への対応については、国との情報連携

を通じて柔軟に対応し、持続可能な戦略を構築し
ていく。
工藤議員 
ふるさと納税制度の光の部分を最大限に活用

し、制度改正などの影の部分にも適切に対応する
ことで、稼げる村づくりにつなげてほしい。

工藤 眞巳議員
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こ こ が　
聞きたい村政を問う!
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一般質問
� ここが聞きたい　ずばり村政を問う！


